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 第78回 未来構想フォーラム

	これからの市民運動」


	2008年10月22日 午後6:10－9:10  東京都労政会館　

共催：NPO法人 未来構想戦略フォーラム/地球市民機構（“市民国連”）


“世界にとって魅力ある日本を、どう構築するか”、それには国際社会の共感を呼ぶ新しい形の市民運動の創造、地球的規模の課題の解決に国連等と共同して市民が立ちあがることが急務の課題です。地球市民機構“市民国連”の創造について共に考えようではありませんか？

　　　　　　　　　　　　　設　立　趣　旨
地球市民機構は、人類家族、地球共同体の一員として、私たちは、人々を愛し、信頼の輪を広げ、新しい人類愛の絆をつくりゆく市民団体であります。

市民参加による国際協力の拠点として、多方面の市民が集まり、“未来からの使者”である「子供たち」が希望を抱ける世界を目指して設立いたしました。

私たちは国家や国連などの公的機関に依存・委任するだけではなく、私たち一人ひとりが主体性をもった地球市民の開かれた組織団体として地球のため、人類のために真の人類のあり方と方向性を位置づけ、広く大きな範囲での連帯をはかってゆきます。

責任ある地球市民として、人間の弱さを克服し、人間の真の強さ善良さ賢明さなどの美質を総動員して他のNGO・NPOの各団体組織との誠実な対話を積極的に進めて連携を図り、国連など国際政策決定機構へ市民ならではのアイデアを提案してまいります。

　　　　　　目　　　　次       開 会 挨 拶
	一　日　一　訓
（一色　宏　編　より）

	○ 沈黙の果実は祈り、祈りの果実は信仰、信仰の果実は愛、
愛の果実は奉仕、奉仕の果実は平和。
○ 大きいことは私にはできません。私のできるのは、
小さなことを大きな愛を持ってする事です。
○ 他人の為に勇気をもって苦しむところに気高さがある。
· 責任感のある人が歴史の主人公である。
責任感の無い人は、歴史の客である。
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大脇 準一郎
	現在：非営利特定活動法人 未来構想戦略フォーラム代表,国際企業文化研究所・所長、南米地域NGOアドバイサー、日韓文化交流協会理事

--------------------------------------------------------

略歴：1943年鳥取県生まれ,NY州立大学卒:早稲田大学,ハワイ大学,UTS、ホノルル大学等に学ぶ（Th. D）、1970年代：PWPA、（財）国際科学振興財団,日本学際会議,21世紀ビジョンの会,新しい文明を語る会,国際教育研究所等の設立,育成に携わる。ナショナル・ゴール研究プロジェクト,IAUP(世界大学総長会義)日本事務局長。1980年代:グローバルゴール研究プロジェクト。日米,日中,日韓,アジア,世界の国際会議を20回以上企画運営。1990年代:㈱ワコム,ワンワールド・プロダクション、㈱セイロ・ジャパン常任顧問、ワシントン・インスティチュート,在米日本人協会,㈱倉商,他の顧問、2000年代：㈱インターネット・ビジネス研究所代表,中央区ユネスコ創設委員,Patent　Univ. MBAコース創設委員・講師,市民国連専務理事,歴任。


1, 基調講演　「これからの市民運動」
地球市民機構（“市民国連”）の理念と目的は？
	「われら連合国の人民は」で始まる国際連合(国連)憲章は、人間の歴史の中で理想的社会を達成しようとする国際社会の意欲を表した最も大切な合意書であると考えられます。現在、192ヶ国が署名している国連憲章は、大きな人類の財産であるといえます。

しかし、今、世界は、人心の退廃と金融恐慌による深刻な経済危機の螺旋の中にあり、その出口は見えません。この遺憾としもしがたい現状に人々をたじろがせ、無気力に貶めています。

それゆえに今こそ人類共通の生命の本質に目覚めて,人間を「強く」「賢く」「美しく」する善良なる魂に働きかけ、市民パワーの協労による新しい地平を拓き行くパブリック・オピニオンとしての地球市民でなければなりません。

地球市民機構は、国益を超えた人類益の立場から「一人の人間の真実は、万民の真実である」との認識に立ち、万民の支持を最大に重視して、「自主性と自律性」「鮮明な問題意識」「情報活用力」をもって他のNGO・NPOの各団体とのネットワークによる連帯の絆を大切にして、直面する人類の問題解決に尽力して参ります。

地球市民機構に参画する一人ひとりの市民の手による小さな善意の積み重ねこそ、大きな変革への一歩であります。たとえどんなに小さなことでも愛の心をもって行動し、人と社会の￥に貢献してゆくことが大切であります。私たちは、人類の願望「真の平和と文化」の実現に向けて活動することを目指しています。皆様各位のご参加をお待ち申し上げます。


どのような活動を行うのか？

	１）地球市民の関心を高める

⑴ 市民の国際情勢の知識と理解を深めること

⑵ 国際社会のトピックス的な問題の整理と普及

⑶ 国連の主な活動と日本の政策についての最新の正確な情報の収集・調査・研究活動

⑷ 政府、政策決定者、専門家などによる情報発信の促進と知識の普及

⑸ 市民同士の対話と意見交換を促進する場の提供と斡旋

(ITによる情報交換,会合,講演会,コンテスト,勉強会,視察会など)

　  [6]学校教育の課外活動に多様に組み込んだ専門機関の事業体験

２）市民による地球的課題の解決への関与を促進する

⑴国連,国際機関,国の政策の検証と政策決定プロセスヘの市民の参画機会の増大

⑵市民による政策の創出(市民の目から見た政策試案の提言

３）NGO/NPOとの連携を深める事による活動を強化する。

⑴国際的NGO、国内NPOとの組織的連携の促進充実と政策提言

⑵NGO/NPO活動の現状や課題等の情報交換や事業協力

［3］NGO/NPOの共同企画によるイベントの実施

４）広報・普及活動

⑴ニュースレター、書籍、出版物、DVDの等の刊行

⑵ITの活用（e-mail, Blog, Broad Band）

５）その他、本会の目的を実現するための諸行事・活動
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伊勢 桃代 氏
	プロフィール
慶応大,社会学専攻,シラキュース大学院社会学修士,ハーバード大,比較文化,社会学専攻、米政府予算によるケネディ・ジョンソン大統領下で反貧困政策従事,NY市政府反貧困プログラム研究部長,

1969年UN本部勤務,事務総長室にて国連大学設立事業に参画,コロンビア大都市計画修士、UN人事局人事採用部部長補佐、本部研修部部長,国連大学初代事務局長,人材管理部長,専門官部部長,1997年UN退職（財）女性のためのアジア平和国民基金 専務理事,
歴任, 市民国連再建委員


２、パネル・ディスカッション　パネラー：　
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一色 宏 氏
（未来創庵・庵主）
	愛媛県松山市出身 洋画・日本画を学び、デザインの世界に入る。
芸術は、人間が積極的に関与する文化現象であり、デザインは、生活文化や企業文化の創造に重要である。
現在：理事；NPOキーパーソン２１・,NPO・YDMアソシェーション・,NPO・グリーンライフ推進機構・ローマニアン・ネットワークセンター・副会長,制作経歴:昭和39年,皇居新宮殿造営,東庭意匠デザイン担当｡ 昭和42年､第三次～第四次防衛計画BADGE SYSTEMグラフィックシステムデザイン制作｡
主な作品：シンボルマーク、芸能山城組：イタリアントマト：PIZZA WORLD(英国)：東京ドーム･ビッグエッグHUMPT'S：ハクビ京都きもの学院：広島市政100周年記念･平和サミット：山田養蜂場, 現在、シンボルマークは世界180ヶ国に広がっている。
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山元雅信氏
山元学校 学長
	早稲田大学政経学部卒,元日立造船（北欧駐在）,外資系企業
（国際産業見本市立上げ）,セガ(サードパーティ、北米事業部）などを経て独立。
現在:植林,バイオディーゼル事業に携わる傍ら,各種ＮＰＯ・ＮＧＯ活動に参画。国際 ビジネスコンサルタント。毎月,各国大使,各界のキーパーソンを招き山元学校開催（１１年間）。
(全国から学生や若者が参加）。「ＴＩＣＡＤ市民社会フォーラム」「アフリカ開発協会」メンバー「東アジア学生フォーラム」 など学生団体の立上げを手伝う。
　★産官学を結ぶ環境新聞「ブルーアース」発行。　　　
　★環境のポータルサイトをめざす「環境日本.com」　　　
　★NPOソーラークッカージャパン ★アースバンド研究所創立、


第3部 特別ゲスト紹介：
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スベトラーナ 教授 ハリコフ国立デザイン・芸術アカデミー
[研究内容]
日本服飾史の総合的で多面的な研究。舞台衣装の考察：
１.演目の一部としての衣装（役柄に合わせた衣装の特徴と意味論的解釈。衣装の芸術的・構造的特徴、舞台における衣装替えの技の起源、衣装替えの象徴的意義）
	プ ロ フィ ー ル ：
[学歴]：1990年　サンクト・ペテルプルク国立レーピン記念
美術アカデミー、芸術史・芸術論学部卒,芸術学博士
[論文］：『日本古典における文化的芸術の普遍性とそれらの
徳川時代における造形芸術へ の投影』
[職歴]：2000年～ウクライナ芸術家同盟会員,2002年～ハリコフ
国立デザイン・芸術アカデミー,芸術史・芸術論学科主任教授,同大学付属東洋学センター所長,2005年～国際芸術評論家連合会員 (AICA)
[著書]：古典日本文化：辞書・便覧（2001）
・からし種の中の世界（2004） 巨匠達と侍（2005）
・神々の微笑み：日本のミニアチュールな彫刻芸術（2005）
・天照大神の国：着物、根付、印籠（2006）その他、多数
[社会活動]：展示会プロデューサーとして、ハリコフとキエフで開かれた６つの日本芸術展を手がける。天照の国：2005年
１1月ハリコフ、展示会：2008年１月、キエフ・リボフ

	
	２．役者と衣装（関係の性質,踊りの型と衣装の形との関係、衣装を作る人々について）　３．演劇文化の一部としての衣装（役者の服飾品における紋について、衣装の保存とコレクションにおける関係）４．流行の先駆けとしての劇場と町人の衣装への影響（模様、色合わせ、装飾品）
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野村（尾脇）千恵子
　　通 　訳
	プ ロ フィ ー ル ：

1996年県立鳥取西高等学校中退、ウクライナ・ハリコフ国立舞踊学校へバレエを留学。ハリコフ国立総合大学在学。1998年同校卒。同年ウクライナ民族大学予科進学。1999年ハリコフ国立文化アカデミーの文化学学科入学。2004年：学士。2005年：修士。同年2005年ハリコフ国立デザイン・芸術アカデミー大学院入学、1年間休学し,日本とウクライナの文化交流のボランティア活動。 Sun Culture Center, Sun Way Tour国際部長兼任。2006年10月：大学院へ復帰。2008年6月：大学院卒業。芸術学博士課程卒。野村安弘氏と結婚。ソウル在住。
芸術評論家, 韓国留学生カウンセラー

日本ウクライナ学生交流協会前会長, 
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